

























































































































































































































































































































































































































就労主婦⑧ 　　　　　　　　　　　　　　　　o　●　∩　禽　∩　●　o戟@　54．1．…　　 21・2　。：・惚、Z。：・　　　　　　　 　　 　　 　　 　　　　1夕　　食
専業主婦（C） 　　　　　　　　　　　　O　働　●　0a5・　　 1Z8：・1Z7：　　 　 　　　　　　 ●　㊤　●　●
三世代家族
就労主婦（D） 　　　　　　　　　　　0　0　C　俺　畠　r　●　0S2．gi　 　　 　　 　　26．5　　 　°o°●°・30．6昂●o●　　　　　 　　　　　0　0　0　u　，　贈　o　o　o　 　　　　　 　　　　　　　　　i
専業主婦㈹ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　o　o　o　o　●　●　●p43．5ミ　　　　　　　　　25．6　　　　：●：●：130．9’：・：●：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　■　ω　●　●　じ　0　●核家族
就労主婦（B） 3藁’61　　2ス4　：：：：：：輝’よ：：：：：：
専業主婦（C）
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　9　　●　　●　　●　　o　　o　　o　　●　　●
@1互6：811　　　　　　　22．2　　　　：・：・：o：37．0；o：●：●：●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　●　o　o　o　　　　　　●
三世代家族
就労主婦Φ） ヨir3睡　　25．2　・：・：・：・：1≧まきひ：・：・：・：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　響　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　●　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，　o　㊤　●　●
Vol．38　No．5
表8　家庭状況からみた子供の食事に関する知識の修得 （単位：％）
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核家族 三世代家族
項 目 専業主婦　就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
保　健所　の　指　導
幼　稚　園　の　指導
婦人会・公民館等の活動
ラジオ。テレビの番組
新聞・雑誌の記事
書　　　　　　　　物
1．6
7．3
15．3
5．2
54．4
1．6
3．2
10．5
12．9
2，8
43．6
63．7
25．8
2，4
8．2
7．1
3．5
40。0
14．1
3．5
18，8
20．0
1．2
42．4
61．2
ユ6．5
0
8．9
13，3
2．2
57．8
2．2
6．7
i5．6
13．3
2．2
44．4
57，　8
42．2
8，2
6．1
20，4
8．2
71．4
14．3
2．0
16．3
16．3
0
30．6
65．3
46．9
CとD〈PくO，・05）
BとD（P＜0．05）
AとB（P＜0．05）｛
BとD（P＜0．001＞
｛≦｝圭費　　ξ君ミ8：89iチ〉
AとB（P＜0．05＞
AとC（P＜0．05）｛
BとD（P＜0．001）
注：3項目選択記入としたが，それ以上または以下の記入があった。
きな違いがあったということである。
　三世代家族が主婦就労に好都合の条件と安易に考えてはならないことが明確になった。
　しかし著者らのささやかな体験を通してみても三世代家族には豊かな人間性を培う恵まれた土壌があると思墨：
われてならない。
　今回の調査結果を深く考察するとともにさらにそれぞれの家庭の長所，短所を見極め8）9）て，大切な食生活
の基礎作りと豊かな人間形成のための方途について真剣に取り組まなければならない。家族の中に子供の食生醗
活や養育全般について一致した指導方針を確立し，家族全員の強固な協力体制によって，子供の養育という大
業を成し遂げなければならないということを痛切に考えさせられた。
　要　　　　　約
　1977年7月に実施した新潟市の幼稚園児1，038名の食事調査の中から5歳児を取り出して，家族形態（核家
族・三世代家族）及び母親の生活状態（専業主婦・就労主婦）と幼児の食生活との関連性を把握したいと考え
て，家庭状況，健康状態，虫歯の有無，歯みがきの習慣，食事歴，食事作りと食事指導，食事状況と食事内容
のバラソス，子供の食事に関する知識の修得等の観点から第1報1）の調査結果をクロス集計し，Z2検定により
有意差の有無を検討した。
　核家族の専業主婦家庭の園児は，健康状態，歯みがきの習慣，牛乳・緑黄色野菜の摂取，食事内容のバラゾ
ス等が最も優位であり，その他の項目についても好ましい傾向が認められた。
　核家族の就労主婦については，母親の生活条件が厳しいにもかかわらず離乳の経過が最も順調で，子供中心
の食事が進められている反面，調理の工夫，朝食の喫食率，食べものの好き嫌い等に問題が指摘された。
　三世代家族の専業主婦家庭は歯みがぎの習慣，牛乳の飲用等に問題があり，子供中心に食事が進め難い事情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
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が推察されたが，虫歯の罹患状況，母乳栄養の率，食事指導態度，朝食喫食率等優れた点も多い結果であっ
た。
　三世代家族の就労主婦家庭については，好き嫌いが少ない，間食の時間を決めている等の長所もあるが，健
康状態，歯みがきの習慣，母乳栄養の率，離乳の順調な進行，緑黄色野菜の摂取，食事内容のバラソス等重要
な項目についての欠点が目立つ結果を得た。
　終りに，本研究にご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました日本総合愛育研究所の武藤静子先生に厚く御礼申し
上げます。また調査の実施に際しご協力いただきました新潟市福祉課笠原里子氏ならびに対象幼稚園の諸先生
方に深謝申し上げます。
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